西病棟チームカンファレンス記録
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	平成１９年　５月２９日（火）
　　　　司会者　鳥谷部　久美子　　　記録者　佐々木　弘子
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・ＳＳＴの個人記録用紙は総括を記入後、心理の小嶋さんへ提出してください。

・生活習慣予防健診の希望受付を6/20(水)まで延長しています。

・５月３１日（木）～６月２日（土）に県知事選挙期日前投票の送迎バスが出ます。八戸市民の方は勤務分担表に予定日を組み込んでいますので、時間を確認し遅れないように集合して下さい。

・5/31(木)久慈道子Ｎｓがローテーションに入ります。計画書を作成していますので各自確認をして下さい。16：00より振り返りを行っていきます。

＜患者様連絡事項＞

・畑中　成夫様～腰痛の為アスモロール２袋処方となっています。夜間の中途覚醒あり自室とホールの往復みられている事ありますので、安静を促すようにしていきましょう。

外出の訴えが続き、主治医も検討中で本人にも現在外出が出来ない理由について伝え説明していますが、作業スタッフへも訴えている事があります。外出できない事へのイライラ感が出てきていますので、訴えがあったらその都度説明をして行きましょう。

・蛯名　勝幸様～本日、八戸赤十字病院へ皮膚科受診しています。戻られた際、次回の診察日を確認しようとしましたが奥様が忙しくすぐに帰られた為電話連絡が入る事となっています。連絡がきましたら外出泊用紙に記入しＤｒファイルへ入れておいて下さい。

→本日5/29(火)準夜帯では御家族からの連絡はありませんでした。

・木村　誠　様～退院が近づき、今後の通院治療（糖尿病）に関して市民病院への通院となっていますが“日赤病院に行きます”と話されていることあります。どこの医療機関で今後、治療を行っていくのか理解されていないようで本人の話す内容が変わっています。5/31（木）10時～家族勉強会がありますので、その際再度伝えて頂けるよう主治医に情報提供しています。

“自分でデキスター持っているが、針とチップが無い” と話されていたので、近くの薬局で買い求めることが出来ること伝えています。

・木村　格治様～“入院費を兄が自分で払うように”と言われたことをスタッフへ話して来ています。郵便局の通帳があり支払いはそこからになりますので、スタッフ付き添いで外出しなければならなくなる為、主治医に確認したところ許可が出ています。

・磯島　貴広様～私物がなくなったり、煙草をたかられる等の訴えがありイライラ感話しています。私物の自己管理のため鍵をかけることすすめるも「盗られるのは嫌だけど」「青山行くから」「関わりたくないから」等と対処をしようとしません。本人には、何かあったら直ぐにスタッフへ話して欲しい事伝えています。スタッフは巡回をこまめに行っていきましょう。

＜定期薬変更者＞

　中森　みや子様～手足が冷たい等の身体症状の訴えが少なくなってきた為、定期薬変更となっています。

ニチＥネートＣａｐ（循環器用薬）（10）　３Ｃａｐ　止め

　　　　　　コントミン(精神神経用剤)(12.5)　３Ｔ→コントミン(25)２Ｔ(1-0-1）減薬

＜皮膚科診察＞

・出河　攻　様、蛭名　豊美様～全身のかゆみ消失した為、タベジール　2T　2×ndE（朝・夕）/7T（抗ヒスタミン剤）止めとなっています。

・市川真紀子様～５)右第４指、左第３指の瘭疽の皮膚状態が改善された為、アズクロ(ガーゼ保護)処置止めとなっています。

・平　勝利様、春本　司郎様、清水　進様、八森　正様

～全身急性湿疹の為タベジール　2T　2×ndE（朝・夕）/7T（抗ヒスタミン剤）継続処方となっています。皮膚状態の観察をして行きましょう。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

・Ａグループ～全体的に静かな雰囲気で行っていますが、以前よりは活気がある様子出て来ています。患者様の中には、精神症状から出る会話内容やニヤツキ・関心のなさ・集中力に欠ける様子が見られていますので、スタッフ側での対応や介入、軌道修正してすすめて行きましょう。

・Ｃグループ～短期目標の達成に至らなかった理由、今後どの様に実施していけば良いかを考えて頂いています。言語化する事が苦手な患者様が多い為「どうすれば良かったですか？」等とスタッフ側から問い掛けるようにすすめて行きましょう。

・Ａユニット～ミーティングのような形で行っています。田端テル様は御家族との対応について(嫁に言われるのが嫌だ)苦手な部分があるようなので、対応方法を互いに話し合ってどの様に思うのか？等とすすめて行っても良いと思います。

